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国
労
は
震
災
後
の
14
日
に
本

部
・
東
日
本
本
部
合
同
の
「
災

害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
組

合
員
・
家
族
の
安
否
確
認
は

も
と
よ
り
、
被
災
状
況
の
把

握
、
同
時
に
被
災
地
支
援
の

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
各
地
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

２
週
間
以
上
た
っ
た
今
も
、
多
く
の
方
々
が
依
然
と
し
て
家
族
や
親
類
の
安
否
確
認

が
取
れ
な
い
中
で
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
被
災
地
で
は
不
安
な
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
各
地
で
の
被
災
状
況
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る

中
で
、
支
援
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
決
定
し
、
現
地
の

情
報
収
集
に
全
力
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
被
害
の
大
き
か
っ

た
地
方
本
部
か
ら
の
組
合
員

安
否
確
認
報
告
（
３
月
24
日
現

在
）
で
は
、
仙
台
地
本
で
全
組

合
員
の
安
否
確
認
が
と
れ
た
も

の
の
、
水
戸
地
本
管
内
で
は
現

在
も
１
名
が
安
否
不
明
、
ま
た

　

３
月
17
日
、
災
害
対
策
本
部

は
緊
急
支
援
の
取
り
組
み
の
第

　　　　　　　　弔　　　電

　熊谷秀三さんの突然の訃報に接し、心から哀

悼の意を表すとともに、謹んでご冥福をお祈り

申し上げます。

　鉄道マンとして、その職責を最後まで全うされ

た熊谷さんの思いをしっかり受けとめ、安心・安

全な鉄道輸送を守り発展させるため、手と手を取

り合って、困難を乗り越えてまいる所存です。

　残されたご家族の皆様におかれましては、厳

しい生活が続き、心身ともにお疲れのこととは

存じますが、健康に留意され、希望を持って生

きていかれることを心からご祈念申し上げます。

　　　　　　　　　　２０１１年３月２２日

　　　　　　　　　　国鉄労働組合東日本本部

　　　　　　　　　　執行委員長　高野　苗実

盛
岡
地
本
で
は
、
３
月
20
日
に

な
り
安
否
確
認
の
取
れ
て
い

な
か
っ
た
熊
谷
秀
三
さ
ん
（
気

仙
沼
地
域
分
会
所
属
・
ジ
ャ
ス

タ
ー
に
出
向
し
陸
前
高
田
駅
に

勤
務
中
）
の
死
亡
が
、
残
念
な

が
ら
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
福
島
第
一
原
発
の

事
故
も
含
め
て
被
害
は
拡
大

し
、
多
く
の
組
合
員
・
家
族
も

被
災
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
本
部

に
集
約
さ
れ
る
支
援
物
資
の
数

も
日
に
日
に
増
え
、
全
国
か
ら

の
支
援
の
輪
は
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
依
然
と
し
て
原
発
が

予
断
を
許
さ
な
い
中
で
、
復
旧

に
向
け
て
は
長
い
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
支
援

の
取
り
組
み
に
集
中
を
！

一
便
と
し
て
、
地
震
発
生
以

降
陸
路
が
復
旧
し
た
水
戸
地

本
に
対
し
て
鈴
木
本
部
総
務
・

財
政
部
長
、
松
井
東
日
本
書

記
長
の
２
名
で
支
援
物
資
を

届
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
３
月
24
日
、

緊
急
支
援
の
第
二
便
と
し
て
、

盛
岡
・
仙
台
両
地
本
管
内
で

支
援
物
資
の
手
渡
し
と
激
励

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

（
詳
細
は
次
号
）

３
月
14
日

●
「
東
日
本
大
地
震
災
害
対

策
本
部
」
の
設
置

●
東
日
本
大
震
災
状
況
報
告

状
況
報
告
・
事
務
所
の
常
駐
体
制

３
月
15
日

●
カ
ン
パ
等
の
取
り
組
み

カ
ン
パ
・
救
援
物
資

３
月
18
日

●
支
援
の
取
り
組
み

　

救
援
物
資

３
月
20
日

●
通
勤
経
路
等
喪
失
の
社
員
の

出
退
勤
を
含
む
勤
務
の
取
り
扱
い

の
調
査
・
報
告

水戸地本へ搬入

日立社宅被害状況
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３
月
11
日
に
起
き
た
大
震
災

は
、
仙
台
地
本
内
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
観
測

史
上
最
大
の
大
津
波
に
よ
り
沿

岸
部
全
域
に
お
い
て
犠
牲
者
が

出
る
未
曽
有
の
大
惨
事
と
な
っ

た
。

　

JR
各
線
で
も
、
仙
石
線
や
気

仙
沼
線
で
列
車
が
津
波
に
流
さ

れ
る
被
害
や
線
路
や
駅
舎
の
流

失
、
新
幹
線
、
貨
物
列
車
の
脱

線
、
電
柱
の
倒
壊
、
駅
舎
の
天

井
落
下
や
壁
の
崩
落
な
ど
の
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
被
害
に
よ
り
、
仙
台
支
社

管
内
の
路
線
は
一
部
を
除
き
、

運
行
の
目
処
は
立
っ
て
い
な

い
。

  

大
震
災
後
、
仙
台
地
本
は
組

合
員
、
家
族
の
安
否
確
認
を
最

優
先
で
進
め
、
３
月
20
日
、
組

合
員
全
員
の
安
否
を
確
認
し

た
。
し
か
し
、
家
族
の
犠
牲
や

家
屋
の
流
失
も
報
告
さ
れ
て
来

て
い
る
。
ま
た
、
未
だ
家
族
と

連
絡
が
取
れ
な
い
組
合
員
も
い

る
。

  

仙
台
地
本
が
入
る
「
こ
く
ろ

う
会
館
」
内
部
も
震
災
に
よ
る

被
害
が
大
き
く
、
19
日
に
機
関

と
し
て
の
機
能
を
回
復
し
た

が
、
通
信
機
能
の
破
損
に
よ
り

１
０
０
％
の
復
旧
と
は
な
っ
て

い
な
い
。

  

当
面
、
被
害
状
況
報
告
の
集

中
と
被
災
者
の
救
援
、
勤
務
や

復
旧
に
む
け

た
支
社
へ
の

対
応
な
ど
復

旧
に
向
け
全

力
を
あ
げ
て

い
く
。

流された車や家屋が線路を覆う（仙石線中野栄～多賀城）

　

被
災
後
初
め
て
職
場
に
行
き
ま
し
た
。
社

員
の
安
否
は
ほ
ぼ
確
認
し
ま
し
た
が
、
や
は

り
石
巻
、
亘
理
、
名
取
（
仙
台
空
港
付
近
）

な
ど
の
津
波
被
害
が
あ
っ
た
家
族
の
安
否
が

分
か
ら
な
い
状
態
で
す
。

　

台
車
職
場
は
台
車
が
横
倒
し
、
機
械
も
破
壊

状
態
で
入
れ
る
状
態
で
は
な
く
、
３
日
間
は
待

機
、
職
場
か
ら
連
絡
が
来
た
ら
（
携
帯
が
圏
外

な
ど
関
係
な
く
）
そ
の
時
指
示
す
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
車
体
の
職
場
は
壁
も
崩
れ
て
い
ま

す
。
新
幹
線
の
状
況
は
、
仙
台
駅
付
近
で
脱
線

し
た
車
両
は
ま
だ
復
旧
し
て
い
ま
せ
ん
。
東
仙

台
か
ら
幹
総
ま
で
（
約
８
キ
ロ
）
は
約
30
本
の

電
柱
が
折
れ
る
か
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
着

発
は
（
幹
総
か
ら
高
架
に
上
が
る
と
こ
ろ
）
の

直
径
10
メ
ー
ト
ル
の
柱

は
半
崩
壊
。
入
出
区
も

不
可
能
で
す
。
復
旧
に

は
相
当
期
間
掛
か
り
そ

う
な
感
じ
で
し
た
。

　

家
や
家
族
を
失
っ
た

者
も
多
数
出
て
い
ま

す
。
現
在
、
確
認
出
来

て
い
る
状
況
は
、
水
戸

線
は
鉄
橋
が
崩
落
し
て

い
ま
す
。
水
郡
線
は
線

路
が
陥
没
し
、
ぐ
に
ゃ

ぐ
に
ゃ
に
な
っ
て
い
て

復
旧
に
相
当
日
数
が
か

か
る
の
で
は
と
の
状
態

で
す
。
設
備
も
相
当
破

壊
さ
れ
、
水
戸
駅
は

ホ
ー
ム
が
崩
れ
、
勝
田

駅
は
駅
舎
の
天
井
が
落

ち
て
い
る
状
態
。
土
浦
以
北
は
線

路
全
体
が
曲
が
り
、
踏
切
も
無
遮

断
状
態
で
す
。
い
わ
き
以
北
は
、

原
発
の
避
難
勧
告
も
あ
り
情
報
は

メ
デ
ィ
ア
か
ら
だ
け
で
す
。

　

被
害
が
出
て
い
る
組
合
員
の
い

る
地
区
は
、
福
島
原
発
第
一
、
第

二
の
避
難
勧
告
を
受
け
て
い
る
所

で
も
あ
り
、
無
事
に
避
難
し
て
い

れ
ば
良
い
の
で
す
が
。
残
念
な
が

ら
こ
れ
か
ら
も
被
害
は
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

　

運
転
関
係
の
状
況
は
、
津
波
の

激
し
か
っ
た
大
船
渡
線
気
仙
沼

～
盛
間
に
車
両
が
二
両
、
山
田

線
釜
石
～
宮
古
間
に
二
両
あ
り

ま
す
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
か
は
、
道
路
も
不
通
、
辛
う

じ
て
通
る
こ
と
が
で
き

て
も
救
援
用
の
車
専
用

の
た
め
し
ば
ら
く
い
け

ま
せ
ん
。
盛
岡
車
両
セ

ン
タ
ー
の
Ｔ
さ
ん
の
実

家
が
田
老
町
に
あ
り
姉

と
叔
父
さ
ん
が
行
方
不

明
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
同
セ
ン
タ
ー
の
Ｅ
さ

ん
は
宮
古
か
ら
通
勤
し

て
い
ま
す
が
、
家
が
津

波
の
被
害
に
あ
い
ま
し

た
。
余
震
も
続
い
て

い
ま
す
。
少
し
づ
つ

本
線
沿
い
は
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
復
興
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
私
も
職
場
か
ら
50
キ
ロ
ほ

ど
離
れ
て
い
る
の
で
自
宅
待
機

し
て
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
不
足
が

続
い
て
い
る
た
め
で
す
。
青
森
、

八
戸
は
大
丈
夫
と
の
こ
と
で
す
。

早
い
復
旧
に
向
け
て
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

ー仙台発ー
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